




研究目的 

 新生児,殊に未熟児は感染症に罹患し易く,ふるくから未熟児医療の三大原則の一つとし

て感染予防がとり挙げられてきた。新生児・未熟児医療の進歩した今日においても,感染症

対策は重要な課題の一つであり,未だ多くの残された 題が存在する。昨年度までは奥山教

授を分担研究者として新生児期・周産期の感染症に関する研究として,研究が進められ多大

の研究成果が挙げられたが,解決をみなかった点も存在する。本年度からは,新生児期の感

染症に的をしぼり,研究を続行することになった。 

 出生を転機としての適応過程にある,新生児期の適応生理・病態生理が解明され,瀕死の

状態にある重症児にたいしても,理にかなった呼吸循環の管理を中心にした医療が行える

ようになった。このような医療を行う場である,NICU では,長期にわたり intensive care

を必要とすることがあるが,このような場合には,母子相互作用の問題を含めて,特に感染

症に対する配慮が重要となる。また新生児期の感染症では,早期診断の下に,適切な抗生剤

の投与,あるいは免疫療法が重視される。 

 産道における感染症についても,多岐に亘る問題が存在する。さらには,新生児のウイル

ス感染症,中でもエンテロウイルス感染症が最も多く,その対策が重要である。 

 本年度からは,これらの問題に関して研究を進めることとした。 


